
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年度
 

第137回 日商簿記試験対策 
 

ラストスパート模試 

 

 
 

工 業 簿 記・原 価 計 算 

(商業簿記・会計学終了、休憩後開始 制限時間 １時間30分) 
 
 
 
 
 
 
 

(実際の試験では以下の文言が記載されています。) 

受験者への注意事項 

１．答案用紙は、持ち帰りできませんので必ず提出してください。持ち 

帰った場合は失格となり、以後の受験をお断りする場合があります。 

２．答えは定められたところにていねいに書いてください。 

３．答案の記入にあたっては、黒鉛筆または黒シャープペンを使用して 

ください。 
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工・原 4 - 1  
 

 工  業  簿  記  

問題（25点） 

ＭＩＫ工業では、製品Ｘを製造・販売している。下記の資料に基づいて 2013 年度第１四半期(2013 年４月１日

～同６月 30日)の５月および６月の予算編成を行い、予定損益計算書と予定貸借対照表を作成しなさい。予定損

益計算書は直接標準原価計算方式で作成し、その営業利益に固定費調整を行って、全部原価計算の営業利益(操業

度差異を売上原価に賦課して計算した営業利益)を示しなさい。また、予定貸借対照表は全部標準原価計算方式に

よって作成しなさい。なお、直前４月の活動はすべて予算(計画)どおりに行われた。 

[資料] 

１．製品Ｘ１個あたり標準変動製造原価 

原 価 要 素 標 準 単 価 標準消費量 標 準 原 価

直 接 材 料 費 1,900 円 ５㎏/個 9,500 円

直 接 労 務 費 1,250 円 ２時間/個 2,500 円

変動製造間接費 850 円 ２時間/個 1,700 円

合 計  13,700 円

(注)固定製造間接費の月間予算額は 33,600 千円であり、月間基準操業度は 28,000 時間である。 

２．貸借対照表(2013 年４月 30 日)（単位：千円） 

流 動 資 産   流 動 負 債  

 現 金  70,000   買 掛 金  31,578  

 売 掛 金  21,000   短 期 借 入 金  50,000  

 製 品   ？  計  81,578  

 原 材 料   ？  固 定 負 債  70,000  

 計   ？  純 資 産  

固 定 資 産   資 本 金  350,000  

 土 地  125,000   資 本 剰 余 金  50,000  

 建 物 ・ 設 備  362,000   利 益 剰 余 金   ？ 

 計  487,000   計   ？ 

資 産 合 計   ？  負債・純資産合計   ？ 

(注)製品は全部標準製造原価で計上されている。また、建物・設備は減価償却累計額控除後の金額である。 

３．予算データ 

(ア) 予算販売単価  21,000 円/個 

(イ) 予算変動販売費  2,100 円/個 

(ウ) 固定販売費・一般管理費の月間予算額  16,000 千円 

(エ) 製品Ｘの月別販売数量 

４月(実績) 10,000 個 ７月 13,000 個

５月 14,000 個 ８月 9,000 個

６月 12,000 個 

(オ) 売上高の現金回収 

月間売上高の 90％は現金売上であり、残り 10％は売掛金として翌月末に回収する。貸倒れはない。 

(カ) 各月末の製品および原材料の所要在庫量 

各月末の製品所要在庫量および原材料所要在庫量は、それぞれ、翌月の製品計画販売量の 10％および

原材料計画消費量の 20％である。仕掛品の月末在庫はない。 

(キ) 原材料購入の現金支払 

原材料月間購入額の 70％は現金で支払い、残り 30％は買掛金として翌月末に支払う。 

(ク) 製造間接費予算および販売費・一般管理費予算 

固定製造間接費の月間予算額のうち、1,040 千円は建物・設備の減価償却費であり、固定販売費・一

般管理費の月間予算額のうち、260 千円は建物・設備の減価償却費である。 
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         平成26年度 ラストスパート模試・ウラ予想

第137回対策 答案用紙 

 
生年月日 昭・平  .  .  

           

           

 1  級 ③ 

 工 業 簿 記  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 

2013 年 予定損益計算書(単位：千円) 

   ５月  ６月 

売 上 高  （  ）  （   ）

変 動 売 上 原 価  （  ）  （   ）

変 動 製 造 マ ー ジ ン  （  ）  （   ）

変 動 販 売 費  （  ）  （   ）

貢 献 利 益  （  ）  （   ）

固 定 費        

 製 造 間 接 費  （  ）  （   ）

 販 売 費 ・ 一 般 管 理 費  （  ）  （   ）

 固 定 費 計  （  ）  （   ）

直接原価計算の営業利益  （  ）  （   ）

固 定 費 調 整 額  （  ）  （   ）

全部原価計算の営業利益  （  ）  （   ）

支 払 利 息  （  ）  （   ）

経 常 利 益  （  ）  （   ）

 

2013 年 予定貸借対照表(単位：千円) 

   ５月末  ６月末 

流 動 資 産        

 現 金  （  ）  （   ）

 売 掛 金  （  ）  （   ）

 製 品  （  ）  （   ）

 原 材 料  （  ）  （   ）

 流 動 資 産 計  （  ）  （   ）

固 定 資 産        

 土 地  （  ）  （   ）

 建 物 ・ 設 備  （  ）  （   ）

 固 定 資 産 計  （  ）  （   ）

 資 産 合 計  （  ）  （   ）

流 動 負 債        

 買 掛 金  （  ）  （   ）

 短 期 借 入 金  （  ）  （   ）

 流 動 負 債 計  （  ）  （   ）

固 定 負 債  （  ）  （   ）

純 資 産        

 資 本 金  （  ）  （   ）

 資 本 剰 余 金  （  ）  （   ）

 利 益 剰 余 金  （  ）  （   ）

 純 資 産 計  （ ）  （  ）

負 債 ・ 純 資 産 合 計  （ ）  （  ）
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受験 
番号 

         平成26年度 ラストスパート模試・ウラ予想

第137回対策 答案用紙 

 
生年月日 昭・平  .  .  

           

           

 1  級 ④ 

 原 価 計 算  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 

 

 

第１問 

問１ 

操業度差異は 増加する ・ 減少する ・ 変化しない  (注)適切な語句を◯で囲むこと。 

 

理由  

  

 

問２ 

直接材料費 ・ 直接労務費 ・ 変動製造間接費 ・ 固定製造間接費  

(注)該当するものすべてを◯で囲むこと。 

 

問３ 

 円

 

問４ 

 個

 

問５ 

 円

 

Ａ案の差額利益は プラス ・ マイナス であるため、 
  

Ａ案を採用すべきで ある ・ ない  

(注)いずれも適切な語句を◯で囲むこと。 

問６ 

 円 を下回ると意思決定の結論は変化する。 

 

第２問 

もっとも有利な意思決定は、連産品Ａを（☆★10,000 kg）追加加工し、連産品Ｂを（☆★3,000 kg） 

追加加工することである。この場合、追加加工をまったく行わない場合を基準とする差額利益は 

（☆  ☆4,  050,000 円）である。 

（注）連産品の追加加工をしないことが有利な場合は、追加加工量の記入欄に０を記入しなさい。 

 

第３問 

① ② ③ 

   

④ ⑤ ⑥ 
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金
の

月
末

残
高

を
計

算
し

ま
す

。
 

 ○ 製
 

        ５
月

（
千

個
）
 

６
月

 
７

月
 

８
月

 

月
初

 
販

売
 

 
 

1
4

 
 

1
2

 
 

 
1

3
 

 
９

生
産

 
 

 
 

 
 

 
 

 

月
末

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

  ○ 原
 

     ５
月

（
千

k
g
）

６
月

 
７

月
 

月
初

 
消

費
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

購
買

 
 

 
 

 
 

 
 

 
月

末
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  ○ 買
 

    ５
月

（
千

円
）

 
６

月
 

支
払

 
月

初
 

 
3

1
,5

7
8

 
 

 

 
増

加
 

 
 

 

月
末

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

  ○ 売
 

   ５
月

（
千

円
）

 
６

月
 

月
初

 
回

収
 

2
1

,0
0

0
 

 
 

 
 

増
加

 
 

 
 

 

 
月

末
 

 
 

 

 
 

 
 

 

             

１
２

１
 

現
金

の
収

支
計

算
表

か
ら

借
入

金
と

支
払

利
息

を
計

算
し

ま
す

。
 

 
５

月
 

 
６

月
 

月
初

 
7

0
,0

0
0

 
 

 
現

金
売

上
 

 
 

 
売

掛
回

収
 

 
 

収
入

計
 

 
 

 
現

金
仕

入
 

 
 

 

 
買

掛
支

払
 

 
 

 

 
変

動
費

(直
材

以
外

)計
 

 
 

 

 
固

定
費

計
 

 
 

 

 
土

地
取

得
 

 
 

 

支
払

利
息

(新
規

借
入

以
外

) 
 

 
 

支
出

計
 

 
 

 

差
引

 
 

 

支
払

利
息

(新
規

借
入

) 
 

 

 
借

入
・

返
済

 
 

 

月
末

 
 

 

    

×
10％

 

原
材

料
消

費
量

 

( 
 

 
)千

個
×

５
㎏

＝
( 

 
 

 
)㎏

 

原
材

料
の

買
掛

金
購

入
額

 

( 
 

 
 

)㎏
×

1
,9

0
0

円
/
個

×

3
0

％
＝

( 
 

 
 

 
 

)千
円
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合
格
ア
シ
ス
ト
ノ
ー
ト

 
 
 
 
 
ウ
ラ
予
想
 
原
価
計
算
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
合
格
ア
シ
ス
ト
ノ
ー
ト

 
 

 
 

 
ウ

ラ
予

想
 

原
価

計
算

 

１
１

１
 

代
替

材
料

へ
の

切
替

え
の

可
否

(完
全

操
業

状
態

の
場

合
) 

全
体

の
流

れ
を

考
慮

し
て

、
次

の
よ

う
な

手
順

に
よ

る
と

ス
ム

ー
ス

に
解

答
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 

１
．

製
品

Ｘ
１

個
あ

た
り

の
直

接
労

務
費

か
ら

、
材

料
α

を
使

用
し

た
場

合
に

比
べ

て
、

材
料

β
を

使
用

す
る

と
直

接
作

業
時

間
が

( 
 

)

分
の

( 
 

)に
短

縮
さ

れ
る

こ
と

が
わ

か
り

ま
す

。
 

し
た

が
っ

て
、

材
料

β
を

使
用

す
れ

ば
材

料
α

を
使

用
す

る
場

合
と

比
較

し
て

( 
 

)倍
の

量
の

製
品

Ｘ
を

製
造

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。
 

つ
ま

り
、

材
料

β
を

使
用

し
て

製
品

Ｘ
を

製
造

開
始

し
た

後
に

、
材

料
α

を
使

用
し

て
製

品
Ｘ

１
個

を
製

造
す

る
と

し
た

場
合

に
は

、
材

料
β

に
よ

る
製

品
Ｘ

の
製

造
を

( 
 

 
 

)個
犠

牲
に

す
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

 

 ２
．

本
問

で
は

、
完

全
操

業
状

態
の

も
と

で
製

品
製

造
を

行
っ

て
い

る
た

め
、

( 
 

 
 

 
 

)と
( 

 
 

 
 

 
)は

、
そ

れ
が

変
動

費
で

あ
る

か
固

定
費

で
あ

る
か

に
か

か
わ

ら
ず

、
無

関
連

原
価

(埋
没

原
価

)と
な

り
ま

す
。

 

材
料

β
に

よ
る

製
品

Ｘ
１

個
の

製
造

を
犠

牲
に

し
た

場
合

に
失

う
利

益
額

：
 

＠
( 

 
 

 
 

)円
(＝

＠
( 

 
 

 
 

)円
(販

売
価

格
)－

＠
( 

 
 

 
 

)円
(材

料
β

の
購

入
価

格
))

 

 ３
．

材
料

α
は

今
後

も
3

,0
0

0
円

/
個

で
購

入
可

能
で

す
。

そ
の

た
め

、
材

料
α

を
使

用
し

た
場

合
の

製
品

Ｘ
１

個
あ

た
り

の
直

接
材

料
費

よ

り
、

( 
 

)個
の

材
料

α
を

消
費

し
て

製
品

Ｘ
を

製
造

し
て

い
る

こ
と

が
わ

か
り

ま
す

。
 

し
た

が
っ

て
、

材
料

α
を

使
用

し
て

製
品

Ｘ
１

個
を

製
造

・
販

売
し

た
場

合
に

、
材

料
α

を
消

費
し

な
け

れ
ば

得
ら

れ
た

は
ず

の
材

料
α

の
売

却
収

入
は

( 
 

 
 

 
)円

(＝
＠

1
,5

0
0

円
(材

料
α

の
売

却
価

格
)×

( 
 

)個
)と

な
り

ま
す

。
 

 ４
．

仮
に

材
料

β
に

よ
る

製
品

Ｘ
の

製
造

・
販

売
を

開
始

し
た

後
に

、
在

庫
に

あ
る

材
料

α
を

用
い

て
製

品
Ｘ

１
個

を
製

造
す

る
こ

と
の

機

会
原

価
は

( 
 

 
 

 
)円

(＝
＠

( 
 

 
 

 
)円

×
( 

 
 

 
)個

＋
( 

 
 

 
 

)円
)と

な
り

ま
す

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
記

の
１

.と
２

.よ
り

 
 

 
 

 
上

記
３

.よ
り

 

 ５
．

Ａ
案

の
採

用
可

否
の

検
討

 

在
庫

に
あ

る
材

料
α

を
用

い
て

製
品

Ｘ
１

個
を

製
造

す
る

案
の

差
額

利
益

を
計

算
し

ま
す

。
 

差
額

収
益

 
( 

 
 

 
 

 
)円

(製
品

Ｘ
の

販
売

価
格

) 

機
会

原
価

 
( 

 
 

 
 

 
)円

 

差
額

利
益

 
( 

 
 

 
 

 
)円

 

 ６
．

Ａ
案

が
有

利
と

な
る

た
め

の
製

品
Ｘ

の
販

売
価

格
の

条
件

 

製
品

Ｘ
の

販
売

価
格

を
Ｓ

と
お

く
と

、
 

(Ｓ
－

( 
 

 
 

 
)円

(材
料

β
の

購
入

価
格

))
×

( 
 

)個
＋

( 
 

 
 

 
)円

 
 

 
＜

 
 

 
 

Ｓ
 

 
 

機
会

原
価

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 差

額
収

益
 

∴
 

 
Ｓ

 
 

＜
 

 
( 

 
 

 
 

)円
 

 １
2

１
 

連
産

品
の

追
加

加
工

の
可

否
に

つ
い

て
の

意
思

決
定

 

１
．

各
製

品
の

追
加

加
工

に
よ

っ
て

増
加

す
る

収
益

の
計

算
 

(１
) 

連
産

品
Ａ

を
追

加
加

工
し

て
販

売
す

る
場

合
の

差
額

利
益

 

 
追

加
加

工
し

て
販

売
 

 
 

そ
の

ま
ま

販
売

 
差

額
 

売
上

高
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
１
 

 
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
３
 

( 
 

 
 

)万
円

 

追
加

加
工

費
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
４
 

 
 

－
 

( 
 

 
 

)万
円

 

 
 

 
 

 
( 

 
 

 
)万

円
 

＊
１

 
＠

4
,5

0
0

円
(製

品
Ｘ

の
販

売
価

格
)×

( 
 

 
 

 
)k

g
＊

２
×

0
.8

(第
２

工
程

の
歩

留
率

)＝
( 

 
 

 
)万

円
 

＊
２

 
第

１
工

程
の

連
産

品
Ａ

の
生

産
量

：
2

0
,0

0
0

㎏
×

５
 ㎏

(連
産

品
Ａ

)

1
0
 ㎏

(原
料

α
投

入
量

) 
＝

( 
 

 
 

 
)㎏

 

＊
３

 
＠

3
,0

0
0

円
(連

産
品

Ａ
の

販
売

価
格

)×
( 

 
 

 
)k

g
＝

( 
 

 
 

)万
円

 

＊
４

 
＠

1
,5

0
0

円
(変

動
製

造
間

接
費

)×
0

.2
時

間
(投

入
量

１
㎏

に
対

す
る

加
工

時
間

)×
( 

 
 

 
)k

g
＝

( 
 

 
 

)万
円

 

(２
) 

連
産

品
Ｂ

を
追

加
加

工
し

て
販

売
す

る
場

合
の

差
額

利
益

 

 
追

加
加

工
し

て
販

売
 

 
 

そ
の

ま
ま

販
売

 
差

額
 

売
上

高
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
１
 

 
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
３
 

( 
 

 
 

)万
円

 

追
加

加
工

費
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
４
 

 
 

－
 

( 
 

 
 

)万
円

 

 
 

 
 

 
( 

 
 

 
)万

円
 

＊
１

 
＠

8
,0

0
0

円
(製

品
Ｙ

の
販

売
価

格
)×

( 
 

 
 

)k
g

＊
２
×

0
.6

(第
２

工
程

の
歩

留
率

)＝
( 

 
 

 
)万

円
 

＊
２

 
第

１
工

程
の

連
産

品
Ｂ

の
生

産
量

：
2

0
,0

0
0

㎏
×

３
 ㎏

(連
産

品
Ｂ

)

1
0
 ㎏

(原
料

α
投

入
量

) 
＝

( 
 

 
 

)㎏
 

＊
３

 
＠

4
,0

0
0

円
(連

産
品

Ｂ
の

販
売

価
格

)×
( 

 
 

 
)k

g
＝

( 
 

 
 

)万
円

 

＊
４

 
＠

1
,5

0
0

円
(変

動
製

造
間

接
費

)×
0

.3
時

間
(投

入
量

１
㎏

に
対

す
る

加
工

時
間

)×
( 

 
 

 
)k

g
＝

( 
 

 
 

)万
円

 

 ２
．

希
少

資
源

単
位

あ
た

り
の

利
益

 

連
産

品
Ａ

を
追

加
加

工
す

る
場

合
：

( 
 

 
 

)万
円

÷
（

0
.2

時
間

×
( 

 
 

 
)k

g
）

＝
( 

 
 

 
)円

/
時

間
 

連
産

品
Ｂ

を
追

加
加

工
す

る
場

合
：

( 
 

 
 

)万
円

÷
（

0
.3

時
間

×
( 

 
 

 
)k

g
）

＝
( 

 
 

 
)円

/
時

間
 

よ
っ

て
、
連

産
品

( 
 

)を
優

先
的

に
追

加
加

工
し

、
生

産
余

力
で

連
産

品
( 

 
)を

追
加

加
工

す
れ

ば
よ

い
と

い
う

こ
と

に
な

り
ま

す
。

 

 ３
．

最
適

な
追

加
加

工
の

決
定

 

連
産

品
Ａ

( 
 

 
 

 
)㎏

 

連
産

品
Ｂ

( 
 

 
 

 
)㎏

 

 ４
．

差
額

原
価

収
益

分
析

 

(1
) 

連
産

品
Ａ

の
追

加
加

工
に

よ
る

差
額

利
益

 

 
 

 
連

産
品

Ａ
は

そ
の

全
量

が
追

加
加

工
さ

れ
る

た
め

、
上

記
１

.(
1

)と
同

じ
計

算
結

果
に

な
り

ま
す

。
 

(2
) 

連
産

品
Ｂ

の
追

加
加

工
に

よ
る

差
額

利
益

 

 
一

部
の

( 
 

 
 

)㎏
を

追
加

加
工

し
て

販
売

 
そ

の
ま

ま
販

売
 

 
差

額
 

売
上

高
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
１
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
３

 
( 

 
 

 
)万

円
＊

５
 

追
加

加
工

費
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
４
 

－
 

 
( 

 
 

 
)万

円
＊

４
 

 
 

 
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
４
 

＊
１

 
追

加
加

工
の

う
え

販
売

す
る

分
：

＠
8

,0
0

0
円

(製
品

Ｙ
の

販
売

価
格

)×
( 

 
 

 
)k

g
×

0
.6

(第
２

工
程

の
歩

留
率

)＝
( 

 
 

 
)万

円
 

追
加

加
工

さ
れ

ず
に

販
売

す
る

分
：

＠
4

,0
0

0
円

(連
産

品
Ｂ

の
販

売
価

格
)×

( 
 

 
 

)k
g

＊
２
＝

( 
 

 
 

)万
円

 

合
計

 
( 

 
 

 
)万

円
＋

( 
 

 
 

)万
円

＝
( 

 
 

 
)万

円
 

＊
２

 
6

,0
0

0
㎏

(連
産

品
Ｂ

の
生

産
量

)－
( 

 
 

 
)㎏

(追
加

加
工

分
)＝

( 
 

 
 

)㎏
 

＊
３

 
＠

4
,0

0
0

円
(連

産
品

Ｂ
の

販
売

価
格

)×
( 

 
 

 
)k

g
＝

( 
 

 
 

)万
円

 

＊
４

 
＠

1
,5

0
0

円
(変

動
製

造
間

接
費

)×
0

.3
時

間
(投

入
量

１
㎏

に
対

す
る

加
工

時
間

)×
( 

 
 

 
)k

g
(追

加
加

工
分

)＝
( 

 
 

 
)万

円
 

＊
５

 
追

加
加

工
さ

れ
ず

に
販

売
す

る
分

の
売

上
高

で
あ

る
( 

 
 

 
)万

円
は

、
い

ず
れ

に
お

い
て

も
発

生
す

る
た

め
、

そ
れ

を
除

い
 

て
計

算
し

て
も

差
額

収
益

の
金

額
は

同
じ

に
な

り
ま

す
。

 

  

                      計 算 用 紙      半分に切ってお使いください 
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合
格
ア
シ
ス
ト
ノ
ー
ト

 
 
 
 
 
ウ
ラ
予
想
 
原
価
計
算
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
合
格
ア
シ
ス
ト
ノ
ー
ト

 
 

 
 

 
ウ

ラ
予

想
 

原
価

計
算

 

１
１

１
 

代
替

材
料

へ
の

切
替

え
の

可
否

(完
全

操
業

状
態

の
場

合
) 

全
体

の
流

れ
を

考
慮

し
て

、
次

の
よ

う
な

手
順

に
よ

る
と

ス
ム

ー
ス

に
解

答
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 

１
．

製
品

Ｘ
１

個
あ

た
り

の
直

接
労

務
費

か
ら

、
材

料
α

を
使

用
し

た
場

合
に

比
べ

て
、

材
料

β
を

使
用

す
る

と
直

接
作

業
時

間
が

( 
 

)

分
の

( 
 

)に
短

縮
さ

れ
る

こ
と

が
わ

か
り

ま
す

。
 

し
た

が
っ

て
、

材
料

β
を

使
用

す
れ

ば
材

料
α

を
使

用
す

る
場

合
と

比
較

し
て

( 
 

)倍
の

量
の

製
品

Ｘ
を

製
造

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。
 

つ
ま

り
、

材
料

β
を

使
用

し
て

製
品

Ｘ
を

製
造

開
始

し
た

後
に

、
材

料
α

を
使

用
し

て
製

品
Ｘ

１
個

を
製

造
す

る
と

し
た

場
合

に
は

、
材

料
β

に
よ

る
製

品
Ｘ

の
製

造
を

( 
 

 
 

)個
犠

牲
に

す
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

 

 ２
．

本
問

で
は

、
完

全
操

業
状

態
の

も
と

で
製

品
製

造
を

行
っ

て
い

る
た

め
、

( 
 

 
 

 
 

)と
( 

 
 

 
 

 
)は

、
そ

れ
が

変
動

費
で

あ
る

か
固

定
費

で
あ

る
か

に
か

か
わ

ら
ず

、
無

関
連

原
価

(埋
没

原
価

)と
な

り
ま

す
。

 

材
料

β
に

よ
る

製
品

Ｘ
１

個
の

製
造

を
犠

牲
に

し
た

場
合

に
失

う
利

益
額

：
 

＠
( 

 
 

 
 

)円
(＝

＠
( 

 
 

 
 

)円
(販

売
価

格
)－

＠
( 

 
 

 
 

)円
(材

料
β

の
購

入
価

格
))

 

 ３
．

材
料

α
は

今
後

も
3

,0
0

0
円

/
個

で
購

入
可

能
で

す
。

そ
の

た
め

、
材

料
α

を
使

用
し

た
場

合
の

製
品

Ｘ
１

個
あ

た
り

の
直

接
材

料
費

よ

り
、

( 
 

)個
の

材
料

α
を

消
費

し
て

製
品

Ｘ
を

製
造

し
て

い
る

こ
と

が
わ

か
り

ま
す

。
 

し
た

が
っ

て
、

材
料

α
を

使
用

し
て

製
品

Ｘ
１

個
を

製
造

・
販

売
し

た
場

合
に

、
材

料
α

を
消

費
し

な
け

れ
ば

得
ら

れ
た

は
ず

の
材

料
α

の
売

却
収

入
は

( 
 

 
 

 
)円

(＝
＠

1
,5

0
0

円
(材

料
α

の
売

却
価

格
)×

( 
 

)個
)と

な
り

ま
す

。
 

 ４
．

仮
に

材
料

β
に

よ
る

製
品

Ｘ
の

製
造

・
販

売
を

開
始

し
た

後
に

、
在

庫
に

あ
る

材
料

α
を

用
い

て
製

品
Ｘ

１
個

を
製

造
す

る
こ

と
の

機

会
原

価
は

( 
 

 
 

 
)円

(＝
＠

( 
 

 
 

 
)円

×
( 

 
 

 
)個

＋
( 

 
 

 
 

)円
)と

な
り

ま
す

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
記

の
１

.と
２

.よ
り

 
 

 
 

 
上

記
３

.よ
り

 

 ５
．

Ａ
案

の
採

用
可

否
の

検
討

 

在
庫

に
あ

る
材

料
α

を
用

い
て

製
品

Ｘ
１

個
を

製
造

す
る

案
の

差
額

利
益

を
計

算
し

ま
す

。
 

差
額

収
益

 
( 

 
 

 
 

 
)円

(製
品

Ｘ
の

販
売

価
格

) 

機
会

原
価

 
( 

 
 

 
 

 
)円

 

差
額

利
益

 
( 

 
 

 
 

 
)円

 

 ６
．

Ａ
案

が
有

利
と

な
る

た
め

の
製

品
Ｘ

の
販

売
価

格
の

条
件

 

製
品

Ｘ
の

販
売

価
格

を
Ｓ

と
お

く
と

、
 

(Ｓ
－

( 
 

 
 

 
)円

(材
料

β
の

購
入

価
格

))
×

( 
 

)個
＋

( 
 

 
 

 
)円

 
 

 
＜

 
 

 
 

Ｓ
 

 
 

機
会

原
価

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 差

額
収

益
 

∴
 

 
Ｓ

 
 

＜
 

 
( 

 
 

 
 

)円
 

 １
2

１
 

連
産

品
の

追
加

加
工

の
可

否
に

つ
い

て
の

意
思

決
定

 

１
．

各
製

品
の

追
加

加
工

に
よ

っ
て

増
加

す
る

収
益

の
計

算
 

(１
) 

連
産

品
Ａ

を
追

加
加

工
し

て
販

売
す

る
場

合
の

差
額

利
益

 

 
追

加
加

工
し

て
販

売
 

 
 

そ
の

ま
ま

販
売

 
差

額
 

売
上

高
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
１
 

 
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
３
 

( 
 

 
 

)万
円

 

追
加

加
工

費
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
４
 

 
 

－
 

( 
 

 
 

)万
円

 

 
 

 
 

 
( 

 
 

 
)万

円
 

＊
１

 
＠

4
,5

0
0

円
(製

品
Ｘ

の
販

売
価

格
)×

( 
 

 
 

 
)k

g
＊

２
×

0
.8

(第
２

工
程

の
歩

留
率

)＝
( 

 
 

 
)万

円
 

＊
２

 
第

１
工

程
の

連
産

品
Ａ

の
生

産
量

：
2

0
,0

0
0

㎏
×

５
 ㎏

(連
産

品
Ａ

)

1
0
 ㎏

(原
料

α
投

入
量

) 
＝

( 
 

 
 

 
)㎏

 

＊
３

 
＠

3
,0

0
0

円
(連

産
品

Ａ
の

販
売

価
格

)×
( 

 
 

 
)k

g
＝

( 
 

 
 

)万
円

 

＊
４

 
＠

1
,5

0
0

円
(変

動
製

造
間

接
費

)×
0

.2
時

間
(投

入
量

１
㎏

に
対

す
る

加
工

時
間

)×
( 

 
 

 
)k

g
＝

( 
 

 
 

)万
円

 

(２
) 

連
産

品
Ｂ

を
追

加
加

工
し

て
販

売
す

る
場

合
の

差
額

利
益

 

 
追

加
加

工
し

て
販

売
 

 
 

そ
の

ま
ま

販
売

 
差

額
 

売
上

高
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
１
 

 
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
３
 

( 
 

 
 

)万
円

 

追
加

加
工

費
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
４
 

 
 

－
 

( 
 

 
 

)万
円

 

 
 

 
 

 
( 

 
 

 
)万

円
 

＊
１

 
＠

8
,0

0
0

円
(製

品
Ｙ

の
販

売
価

格
)×

( 
 

 
 

)k
g

＊
２
×

0
.6

(第
２

工
程

の
歩

留
率

)＝
( 

 
 

 
)万

円
 

＊
２

 
第

１
工

程
の

連
産

品
Ｂ

の
生

産
量

：
2

0
,0

0
0

㎏
×

３
 ㎏

(連
産

品
Ｂ

)

1
0
 ㎏

(原
料

α
投

入
量

) 
＝

( 
 

 
 

)㎏
 

＊
３

 
＠

4
,0

0
0

円
(連

産
品

Ｂ
の

販
売

価
格

)×
( 

 
 

 
)k

g
＝

( 
 

 
 

)万
円

 

＊
４

 
＠

1
,5

0
0

円
(変

動
製

造
間

接
費

)×
0

.3
時

間
(投

入
量

１
㎏

に
対

す
る

加
工

時
間

)×
( 

 
 

 
)k

g
＝

( 
 

 
 

)万
円

 

 ２
．

希
少

資
源

単
位

あ
た

り
の

利
益

 

連
産

品
Ａ

を
追

加
加

工
す

る
場

合
：

( 
 

 
 

)万
円

÷
（

0
.2

時
間

×
( 

 
 

 
)k

g
）

＝
( 

 
 

 
)円

/
時

間
 

連
産

品
Ｂ

を
追

加
加

工
す

る
場

合
：

( 
 

 
 

)万
円

÷
（

0
.3

時
間

×
( 

 
 

 
)k

g
）

＝
( 

 
 

 
)円

/
時

間
 

よ
っ

て
、
連

産
品

( 
 

)を
優

先
的

に
追

加
加

工
し

、
生

産
余

力
で

連
産

品
( 

 
)を

追
加

加
工

す
れ

ば
よ

い
と

い
う

こ
と

に
な

り
ま

す
。

 

 ３
．

最
適

な
追

加
加

工
の

決
定

 

連
産

品
Ａ

( 
 

 
 

 
)㎏

 

連
産

品
Ｂ

( 
 

 
 

 
)㎏

 

 ４
．

差
額

原
価

収
益

分
析

 

(1
) 

連
産

品
Ａ

の
追

加
加

工
に

よ
る

差
額

利
益

 

 
 

 
連

産
品

Ａ
は

そ
の

全
量

が
追

加
加

工
さ

れ
る

た
め

、
上

記
１

.(
1

)と
同

じ
計

算
結

果
に

な
り

ま
す

。
 

(2
) 

連
産

品
Ｂ

の
追

加
加

工
に

よ
る

差
額

利
益

 

 
一

部
の

( 
 

 
 

)㎏
を

追
加

加
工

し
て

販
売

 
そ

の
ま

ま
販

売
 

 
差

額
 

売
上

高
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
１
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
３

 
( 

 
 

 
)万

円
＊

５
 

追
加

加
工

費
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
４
 

－
 

 
( 

 
 

 
)万

円
＊

４
 

 
 

 
 

( 
 

 
 

)万
円

＊
４
 

＊
１

 
追

加
加

工
の

う
え

販
売

す
る

分
：

＠
8

,0
0

0
円

(製
品

Ｙ
の

販
売

価
格

)×
( 

 
 

 
)k

g
×

0
.6

(第
２

工
程

の
歩

留
率

)＝
( 

 
 

 
)万

円
 

追
加

加
工

さ
れ

ず
に

販
売

す
る

分
：

＠
4

,0
0

0
円

(連
産

品
Ｂ

の
販

売
価

格
)×

( 
 

 
 

)k
g

＊
２
＝

( 
 

 
 

)万
円

 

合
計

 
( 

 
 

 
)万

円
＋

( 
 

 
 

)万
円

＝
( 

 
 

 
)万

円
 

＊
２

 
6

,0
0

0
㎏

(連
産

品
Ｂ

の
生

産
量

)－
( 

 
 

 
)㎏

(追
加

加
工

分
)＝

( 
 

 
 

)㎏
 

＊
３

 
＠

4
,0

0
0

円
(連

産
品

Ｂ
の

販
売

価
格

)×
( 

 
 

 
)k

g
＝

( 
 

 
 

)万
円

 

＊
４

 
＠

1
,5

0
0

円
(変

動
製

造
間

接
費

)×
0

.3
時

間
(投

入
量

１
㎏

に
対

す
る

加
工

時
間

)×
( 

 
 

 
)k

g
(追

加
加

工
分

)＝
( 

 
 

 
)万

円
 

＊
５

 
追

加
加

工
さ

れ
ず

に
販

売
す

る
分

の
売

上
高

で
あ

る
( 

 
 

 
)万

円
は

、
い

ず
れ

に
お

い
て

も
発

生
す

る
た

め
、

そ
れ

を
除

い
 

て
計

算
し

て
も

差
額

収
益

の
金

額
は

同
じ

に
な

り
ま

す
。

 

  

                      計 算 用 紙      半分に切ってお使いください 

 

 

 

 

 

中綴じ本文.indd   49 2014/02/13   10:37:53



                      計 算 用 紙      半分に切ってお使いください 

 

 

 

 

 

                      計 算 用 紙      半分に切ってお使いください 

 

 

 

 

 


	137回ラスパ１級ウラ予想DL答案用紙
	05-2_日商簿記_2Q137_計算用紙
	05-2_日商簿記_2Q137_計算用紙

